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【表紙：雪が舞い降る中“安全祈願”～北海道新幹線渡島トンネル『北鶉工区着工』より～関連記事最終頁】
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慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

〔左から、進藤氏、古世氏、渋田町長、鶉町納税貯蓄組合、㈱高橋建設、小野寺氏（伊勢谷氏は都合がつかず欠席）〕

　

政
治
や
文
化
、
地
域
活
動
な
ど
の
分
野
で
町
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
個

人
や
団
体
、
企
業
を
表
彰
す
る
平
成　

年
度
『
町
政
功
労
者
等
表
彰
式
』
が　

29

11

月
6
日　

、
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（月）

　

式
典
で
は
、
渋
田
町
長
よ
り
受
賞
者
の
3
名
1
団
体
1
企
業
に
表
彰
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
町
や
議
会
関
係
者
等　

名
が
そ
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

87

町
政
功
労
者
等
を

表
彰

１.功労表彰
功　績　内　容氏　　名

平成14年2月27日以来、多年にわたり監査委員として厚沢部町発展

のため尽力された
進　藤　貞　夫

平成８年１２月１日以来、多年にわたり国民健康保険運営協議会委員

として国民健康保険事業発展のため尽力された
伊勢谷　純　一

平成9年4月1日以来、多年にわたり町営住宅入居者選考委員会委員

として厚沢部町発展のため尽力された
古　世　生　男

（敬称略）

２.善行表彰

＜総務大臣表彰＞

功　績　内　容氏　　名

多年にわたり、監査委員として地方自治の発展に尽力された功績に

より受彰
進　藤　貞　夫

＜北海道社会貢献賞＞

（敬称略）

（敬称略）

功　績　内　容氏　　名

昭和34年の設立以来、多年にわたり納税思想の普及啓発と自主納税

の推進に尽力された功績により受賞

鶉　町

納税���� 

３.叙勲等顕彰

功　績　内　容氏　　名

教育関連事業に対する指定寄附金として100万円を寄附された
  ㈱高橋建設
  代表取締役　
高　橋　千　尋

（敬称略）

＜北海道産業貢献賞＞ （敬称略）

功　績　内　容氏　　名

多年にわたり地域農業の振興と発展のために尽力された功績によ

り受賞
小野寺　　　仁
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「
読
書
の
秋
」「
芸
術
の
秋
」「
成
果
発
表
の
秋
」

　
 

芸
術
や
芸
能
に
触
れ
る
者
に
と
っ
て
成
果
発
表
の
場
、
町
民
文
化
祭
。

　
 

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
厚
沢
部
町
町
民
文
化
祭
は
今
年
で　

回
目
を
数
え
る
。　
　

55

　
 

伝
統
と
新
し
い
取
組
が
融
和
し
町
民
文
化
祭
に
ま
た
新
た
な
１
頁
が
刻
ま
れ
た
。

第第第第第第第第第第第第第第5555555555555555555555555555第55回回回回回回回回回回回回回回回

町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民
文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化

町

民

文

化
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

▲鶉会場）鶉小中学生と地域住民ら有志が描いた大型絵画。凄い迫力でした！

▲下会場）20㍍以上のロング絵画。壮大なスケールに感嘆！ ▲芸能発表）伝統芸能が継承されていることに感動！
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町町民文化祭』
文
芸
作
品
展

　11月２日（木）・３日（祝）の２日間、総合体育館や鶉地区多目的研修センター、館地

域振興センター、町民交流センターにおいて各地区文芸作品展が開催されました。

　各会場には、保育所児や小・中学生、文化協会加盟団体の会員や一般町民、幸齢者

学級生、デイサービス利用者など幅広い年齢層の作品が各地区趣向を凝らして展示

されていました。

　また、体験コーナーやイベントも数多く企画され、総合体育館では、書道体験や囲

碁体験、茶道体験のほか、アウトキャンパススタディで当町を訪れていた奈良教育

大学の科学実験を実施。図書館では、図書館まつりや古本市が開催され、多くの方が

会場に足を運び充実した時間を過ごしました。

▼

鶉
会
場
）
展
示
作
品
で
絵
画
教
室
開
始

▼

鶉
会
場
）
鶉
保
育
所
児
も
楽
し
く
体
験

▼

下
会
場
）
図
書
館
ま
つ
り
で
笑
顔

▼

下
会
場
）
愛
情
込
め
て
書
道
体
験

▼

館会場）見事な菊に圧倒！

▼館会場）癒しの保育所作品
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第55回『厚沢部
芸
能
発
表
会

　11月３日（祝）、町民交流センターあゆみにおいて芸能発表会が開催され、これま

での鍛錬の成果を堂々と発表しました。

　今年は、昨年より６団体約50名減少し12団体約130名の出演となりましたが、保育

所児から86歳まで幅広い世代からの出演があり、小学生による踊りや鹿子舞、中学

生による吹奏楽や太鼓、ダンスのほか、合唱、日本舞踊、江差追分、三味線などが披露

され、約３時間30分の時間が瞬く間に流れ、例年以上に盛り上がりを見せた55回目

の芸能発表会となりました。

　なお、「自分も演じてみたい」「歌ってみたい」など興味・関心のある方は、お気軽に

町文化協会事務局（教育委員会社会教育係〔TEL64-3318〕）に問い合わせください。

厚沢部中吹奏楽部「最後の演奏」 ▼

▼厚沢部小1年生「キミに100％」　

▼

今年度全道カラオケ大会

　総合優勝・澤口亨さんが熱唱！

▼今年度芸能発表会最高齢出演者

　瀧野澤信子さんの声量も圧巻！

▼

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
シ
ネ
ガ
「
フ
リ
ー
ダ
ム
」
ほ
か

▼

厚
沢
部
小
3
年
生
「
町
指
定
文
化
財
・
鹿
子
舞
」
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素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  ああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみあゆみ

▲突然起こる有事に備え、普段からの心構えと避難訓練は重要です。

入
居
者
と
避
難
訓

入
居
者
と
避
難
訓
練練

備
え
あ
れ

備
え
あ
れ
ばば

憂
い
な

憂
い
な
しし

　

新
町
に
あ
る
『
ゆ
い
ま
～
る
厚
沢
部
』
は
、
隣
接
す
る

『
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
巴
新
町
』『
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
巴
』
と
避

難
訓
練
を
実
施
。
入
居
者
や
ス
タ
ッ
フ
ら　

名
は
町
指

44

定
避
難
所
の
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

ゆ
い
ま
～
る
で
は
火
災
や
地
震
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
を
年
２
回
実
施
。
今
回
は
９
月
に
当
町
で
発
令
さ
れ

た
避
難
準
備
情
報
を
受
け
急
遽
訓
練
し
ま
し
た
。
ゆ
い

ま
～
る
・
赤
石
ハ
ウ
ス
長
は
「
大
雨
に
よ
る
避
難
は
火
災

や
地
震
と
違
い
避
難
の
心
構
え
が
で
き
万
全
だ
っ
た
。

今
後
は
避
難
が
長
期
に
及
ぶ
場
合
の
対
応
も
検
討
し
入

居
者
の
安
全
安
心
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲10年間の多くの出会いに感謝！立松教授ありがとうございます！！

慶
事
の
記
念

慶
事
の
記
念
にに

蝦
夷
山
桜
を
植

蝦
夷
山
桜
を
植
樹樹

満
開
の
笑
顔
咲

満
開
の
笑
顔
咲
くく

　
　

月　

日　

、
町
民
記
念
の
森
『
記
念
植
樹
』
が
鶉
ダ

10

28

（土）

ム
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
ハ
チ
ャ
ム
の
森
で
実
施
さ
れ
、

参
加
者
７
組
が
金
婚
式
や
婚
約
、
誕
生
記
念
な
ど
の
慶

事
を
記
念
し
、
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

古
希
の
記
念
に
植
樹
し
た
野
澤
勝
晴
さ
ん
（
木
間
内
）

は
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
デ
ィ
事
業
で
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
中
の
奈
良
教
育
大
学
生
と
参
加
。「
大
学
生
と
の
出
会

い
と
交
流
が
生
き
が
い
の
１
つ
。
こ
の
事
業
が
、
め
で
た

く　

年
を
迎
え
、　

年
つ
な
げ
て
き
た
立
松
教
授
へ
の

10

10

感
謝
の
気
持
ち
と
古
希
の
喜
び
を
大
学
生
ら
と
共
有
で

き
て
幸
せ
」
と
一
足
早
く
満
開
の
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

▲安心安全な町づくりのため団員募集中！詳細は消防署（℡64-3064）へ

お
出
か
け
前

お
出
か
け
前
・・

お
休
み
前
に

お
休
み
前
に
はは
必
ず
必
ず

火
の
元
の
点
検
を

火
の
元
の
点
検
を
！！

　
　

月　

日　

、
厚
沢
部
町
消
防
団
（
木
村
秀
喜
団
長
・

10

29

（日）

団
員　

名
）
第
１
分
団
は
厚
沢
部
消
防
署
前
で
今
年
度

106

２
回
目
の
訓
練
を
実
施
。
団
員　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

22

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
機
関
員
に
よ
る
車
両
積
載
物
品

の
説
明
の
ほ
か
、
入
団
１
～
２
年
目
の
新
団
員
を
対
象

に
し
た
礼
式
訓
練
や
ホ
ー
ス
延
長
・
接
続
・
撤
収
の
所
作

等
を
学
び
ま
し
た
。
入
団
２
年
目
の
渡
辺
優
喜
団
員

（　

）
は
「
非
常
に
勉
強
に
な
っ
た
。
緊
急
出
動
の
際
に
も

39
落
ち
つ
い
て
行
動
し
た
い
」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　

冬
本
番
を
迎
え
火
の
取
扱
い
が
多
く
な
り
ま
す
。
暖

房
機
器
等
の
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
！
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「
○
○
の
秋

「
○
○
の
秋
」」

清
和
の
丘

  
清
和
の
丘
でで

思
い
思
い

思
い
思
い
にに
満
喫
満
喫

　
　

月　

日　

、『
あ
っ
さ
ぶ
清
和
の
丘
の
ピ
ザ
祭
り　

10

29

（日）

!!

２
０
１
７
秋
』
が
旧
清
和
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
町
内
外
よ
り
訪
れ
た
親
子
連
れ
約　

名
が
焼
き

80

た
て
石
窯
ピ
ザ
を
堪
能
。　

枚
用
意
さ
れ
た
３
種
類
の

150

ピ
ザ
は
瞬
く
間
に
来
場
者
の
お
腹
に
収
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
ヤ
ギ
２
頭
（
カ
ン
ペ
ー
と
シ
ー
ノ
）
と
の

触
れ
合
い
や
薪
割
り
、
大
型
絵
画
、
太
極
拳
体
験
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
地
元
で
も
珍
し
い
野
菜
も
販
売
。
清
和
の
丘

で
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
厚
沢
部
ら
し
い

ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
を
過
ご
し
た
来
場
者
は
、
あ
っ
さ

ぶ
の
秋
を
思
い
思
い
に
満
喫
し
ま
し
た
。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのまちののののののののののの  ああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみあゆみ

売
上
額
右
肩
上
が

売
上
額
右
肩
上
が
りり

道
の
駅
あ
っ
さ

道
の
駅
あ
っ
さ
ぶぶ

１
億
１
億
円円
最
速
最
速
突
破
突
破

　
　

月　

日　

、
町
観
光
協
会
（
前
井
敏
弘
会
長
）
が
運

11

14

（火）

営
す
る
『
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ
』
の
今
年
度
売
上
額
が
１
億

円
を
突
破
。
１
億
円
達
成
時
に
商
品
を
購
入
し
た
津
村

勝
彦
夫
妻
（
釧
路
町
）
に
メ
ー
ク
イ
ン　

㌔
や
ゆ
め
ぴ
り

10

か
５
㌔
な
ど
の
特
産
品
詰
合
せ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

津
村
夫
妻
は
「
品
揃
え
が
豊
富
な
の
で
実
家
の
江
差

に
帰
省
す
る
際
必
ず
立
ち
寄
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な

幸
運
は
人
生
初
め
て
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
初
め
て
売
上
額
１
億
円
を
突
破
し
た
道
の
駅

あ
っ
さ
ぶ
。
今
年
度
は
昨
年
よ
り　

日
早
く
１
億
円
を

80

突
破
。
年
度
売
上
額
の
最
高
記
録
更
新
に
乞
う
ご
期
待
。

▲12月も６日（水）と12日（火）に町民交流センターで開催。ぜひ参加を！

き
つ
く
て

き
つ
く
て
もも

仲
間
と
と
も

仲
間
と
と
も
にに

や
り
遂
げ

や
り
遂
げ
るる

　
　

月　

日　

、『
男
性
の
た
め
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教

11

15

（水）

室
』
が
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、　

歳
か
ら　

歳

22

74

ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
男
性　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

15

　

当
教
室
は
、
体
力
の
向
上
と
運
動
不
足
の
解
消
を
目

指
し
、
道
南
各
市
町
で
活
動
中
の
蛯
沢
亮
太
先
生
を
講

師
に
招
き
、
食
生
活
講
義
や
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
チ
ュ
ー
ブ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
約
1
時
間
半
行
い
ま
し
た
。　

　

昨
年
に
続
い
て
参
加
の
藤
岡
俊
吾
さ
ん
（　

）
は
「
昨

43

年
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
し
た
翌
日
の
目
覚
め
が
良
く
身
体

も
軽
く
感
じ
ら
れ
た
。
今
年
の
開
催
も
心
待
ち
に
し
て

い
た
の
で
き
つ
く
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲焼き立てピザのいい香り・・・。食べる前に撮り忘れたのはご愛嬌・・・↑

▲「厚沢部メークインは他のイモより格段に味が良い」と話す津村さん。
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月　

日　

・　

日　

、
第　

回
『
道
南
中
学
生
新
人
バ
ド

11

11

（土）

12

（日）

34

ミ
ン
ト
ン
大
会
（
個
人
戦
の
部
）
』
が
函
館
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
、
館
中
学
校
（
太
多
弘
之
校
長
）
鈴
谷
僚
平
（
2
年
）・
大
森

聖
貴
（
1
年
）
組
が
男
子
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
を
収
め
、
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
で
も
板
坂
陽
莉
（
2
年
）
さ
ん
が
3
位
に
入
り
、

全
道
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
来
年
１
月
7
日　
（日）

か
ら
9
日　

に
開
催
さ
れ
る
全
道
大
会
（
釧
路
市
）
に
向
け
鈴

（火）

谷
君
は
「
部
員
み
ん
な
で
練
習
を
頑
張
っ
て
き
た
こ
と
が
念

願
の
全
道
大
会
出
場
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

部
活
動
や
少
年
団
の
先
生
、
先
輩
方
か
ら
た
く
さ
ん
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
全
道
大
会
で
も

し
っ
か
り
プ
レ
ー
し
て
き
ま
す
！
」
と
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

館
中
羽
球
部 

全
道
大
会
（
個
人
戦
）
出
場
決
定
！

厚沢部スイミング少年団

日本水泳連盟泳力検定結果

　日本水泳連盟泳力検定試験が8月30日（水）、厚沢部

地区町民プールで行われ、10月30日（月）、検定結果が

公表されましたので紹介します。

厚 沢 部 剣 道 少 年 団
平成29年度森町近隣町少年剣道大会 兼 

第3回森ライオンズカップ杯争奪剣道優勝大会

〔11月5日（日） 森町民体育館〕

◆ 小学生男子団体の部　第３位

〔澤田将・八重樫陽・干山柊也・浜谷琉斗・八重樫大翔〕

◆ 小学生男子個人の部　第３位　八重樫 大翔 （鶉）

北
海
道
社
会
貢
献
賞
・
檜
山
振
興
局
長
表
彰

納
税
貯
蓄
組
合
２
団
体
を
表
彰

　
　

月　

日　

、
永
年
に
わ
た
り
地
域
の
税
務
行

11

16

（木）

政
に
尽
力
さ
れ
た
中
富
栄
納
税
貯
蓄
組
合
と
館
町

第
二
納
税
貯
蓄
組
合
の
功
績
に
対
す
る
『
納
税
功

労
者
表
彰
』
の
贈
呈
式
が
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
に
は
、
中
富
栄
納
税
貯
蓄
組
合
・
福
澤
厚

組
合
長
と
館
町
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
・
相
馬
利
男

組
合
長
が
出
席
。
檜
山
振
興
局
・
小
林
敏
克
振
興
局

長
よ
り
中
富
栄
納
税
貯
蓄
組
合
に
は
『
北
海
道
社

会
貢
献
賞
（
納
税
功
労
者
）
』
が
伝
達
さ
れ
、
館
町
第

二
納
税
貯
蓄
組
合
に
は
『
納
税
功
労
者
檜
山
振
興

局
長
表
彰
』
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

種　　目氏　名（学年）級

100m 個人メドレー陶山　凌久(小４）２級

100m 個人メドレー成澤亮太朗(小４)２級

50m 背泳ぎ松原　志侑（小２）３級

50m クロ―ル青山　侑斗(小２)３級

50m クロ―ル桜庭　里緒(小４)３級

25m 背泳ぎ福島　侑芽(小１)４級

女子単 板坂 陽莉 選手
男子複 鈴谷僚平・大森聖貴 組

▼全道大会での健闘を期待！館中ファイト！！
北海道社会貢献賞

中富栄納税貯蓄組合
れ

納税功労者檜山振興局長表彰

館町第二納税貯蓄組合

▲左から、福澤組合長、小林振興局長、相馬組合長
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子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

９

  
「
元
気
と
笑
顔
を
届
け
に
」   

   

町
内
３
保
育
所
児
が   

あ
っ
さ
ぶ
荘
を
慰
問

　
　

月　

日　

、
厚
沢
部
保
育
所

11

16

（木）

3
歳
か
ら
5
歳
児　

名
が
赤
沼
町

41

に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

あ
っ
さ
ぶ
荘
（
中
野
隆
俊
施
設
長
）

を
慰
問
。
子
ど
も
た
ち
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
元
気

と
笑
顔
を
届
け
よ
う
」
と
全
力
で

遊
戯
を
披
露
し
、「
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
よ
う
」
と
『
あ
り
が
と
う
の

花
』
を
大
き
な
声
で
歌
い
ま
し
た
。

　

一
生
懸
命
遊
戯
と
歌
を
披
露
す

る
子
ど
も
た
ち
を
見
た
あ
っ
さ
ぶ

荘
の
入
居
者
ら
は
「
か
わ
い
い
ね
」

「
上
手
だ
ね
」
な
ど
と
温
か
い
言
葉

を
発
し
な
が
ら
拍
手
喝
采
。
中
に

は
「
あ
り
が
と
う
」
と
涙
す
る
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
も
い
て
、
見
守
っ
て
い

た
保
護
者
や
保
育
士
ら
の
目
に
も

光
る
も
の
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
っ
さ
ぶ
荘
の
ス
タ
ッ
フ
は
、

あ
っ
さ
ぶ
荘
に
隣
接
す
る
『
赤
沼

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
』
を
候
補
地

と
し
て
、
現
在
、
町
が
基
本
設
計
を

進
め
て
い
る
認
定
こ
ど
も
園
の
計

　

で
す
が
、
厚
沢
部
で
の
暮
ら
し

を
ま
と
め
た
写
真
や
僕
が
感
じ
た

「
野
菜
や
お
米
が
と
っ
て
も
美
味

し
い
こ
と
」「
畑
か
ら
見
た
景
色
が

最
高
に
綺
麗
な
こ
と
」「
農
家
さ
ん

が
み
ん
な
個
性
的
で
お
も
し
ろ
い

こ
と
」
な
ど
を
伝
え
る
と
、
皆
さ
ん

驚
き
、
笑
い
な
が
ら
話
を
聞
い
て

く
れ
、
そ
の
場
で
ス
マ
ホ
を
取
り

出
し
厚
沢
部
を
調
べ
て
く
れ
た
り

特
産
品
を
買
っ
て
く
れ
た
り
と
、

僕
を
キ
ッ
カ
ケ
に
厚
沢
部
町
を
知

り
行
動
に
移
し
て
く
れ
た
と
思
う

と
嬉
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
で

す
。　
（笑）

　

『
鉄
腕
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
！
』
や
『
イ
チ

オ
シ
モ
ー
ニ
ン
グ
』
な
ど
の
テ
レ

ビ
番
組
も
厚
沢
部
に
興
味
を
持
っ

て
く
れ
、
取
材
に
来
る
機
会
が
増

え
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
の
魅
力
を
伝
え
て
い

け
る
よ
う
、
ま
ず
は
冬
の
厚
沢
部

を
思
う
存
分
楽
し
ん
で
行
こ
う
と

思
い
ま
す
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊 
吉
田
典
幸
】

　

す
っ
か
り
寒
く
な
り
、
い
よ
い

よ
冬
の
北
海
道
ら
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
で
も
、
厚
沢
部
の
皆
さ
ん

に
言
わ
せ
れ
ば
、「
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
～
」
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。　
（笑）

　

最
近
は
『
あ
っ
さ
ぶ
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
（
汐
留
）
』
で
の
特
Ａ
米

『
ふ
っ
く
り
ん
こ
』
の
販
促
イ
ベ
ン

ト
や
移
住
希
望
者
が
集
う
『
北
海

道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
』
に
従
事
す
る

た
め
東
京
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
京
の
人
に
厚
沢
部
の
場
所
や

名
前
を
尋
ね
て
も
知
っ
て
い
る
人

は
極
少
数
で
、
ま
だ
ま
だ
厚
沢
部

の
知
名
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ 
Ⅴ い

６

▲

北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア
で
真
摯

　

に
話
を
聞
く
吉
田
隊
員

画
に
対
し
て
、「
認
定
こ
ど
も
園
が

開
設
さ
れ
れ
ば
、
あ
っ
さ
ぶ
荘
の

入
居
者
と
認
定
こ
ど
も
園
に
通
う

子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
頻
繁
に
行

う
こ
と
が
で
き
双
方
に
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
と
て
も
素
晴
ら

し
い
計
画
で
今
後
が
楽
し
み
」
と

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
鶉
保
育
所
児
は　

月　
１１

21

日　

に
、
館
保
育
所
児
は　

月　

（火）

１１

28

日　

に
あ
っ
さ
ぶ
荘
を
慰
問
。
ま

（火）
た
、
厚
沢
部
保
育
所
3
歳
未
満
児

は　

月　

日　

、
介
護
付
き
有
料

11

22

（水）

老
人
ホ
ー
ム
『
ゆ
い
ま
～
る
厚
沢

部
（
赤
石
美
知
子
ハ
ウ
ス
長
）
』
も

慰
問
し
ま
し
た
。

▲ひ孫に優しく語り掛ける光景が周囲の涙を誘う…

▲

『
あ
り
が
と
う
の
花
』
を
元
気　

　

い
っ
ぱ
い
心
を
込
め
て
合
唱

▲

子
ど
も
た
ち
の
動
き
を
真
似
て

　

腕
を
動
か
す
入
居
者
の
方
々

Vol.

Vol.
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

96

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た

　
　

月　

日　

、
町
農
業
委
員
会

10

27

（金）

は
町
や
関
係
団
体
と
の
合
同
に
よ

る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
農

地
法
に
基
づ
き
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
町
内
の
全
農
地
を
対

象
に
巡
視
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

度
は
去
年
か
ら
の
継
続
案
件
を
中

心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

継
続
案
件
の
ほ
場
で
は
、
残
念

な
が
ら
農
地
の
復
元
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
鶉
地
区
の
ほ
場

で
は
、
荒
廃
農
地
等
利
活
用
促
進

交
付
金
を
利
用
し
た
復
元
予
定
農

地
な
ど
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
視
察
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
農
業
委
員
会
や
町
は
、
今
後

も
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、
解
消

に
向
け
て
日
頃
か
ら
監
視
や
指
導

等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
広
報
委
員　

佐
藤　

貴
彦
】

▼
農
業
者
年
金
、
売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、
農
業
委

　

員
会
事
務
局
（
緯

6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

館
城
は
昔
か
ら
「
松
前
の
殿
様

の
お
城
が
あ
っ
た
場
所
」
と
し
て
、

大
切
に
保
護
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
で
も
地
域
の
方
々
に
よ
る
草

刈
り
や
サ
ク
ラ
の
お
手
入
れ
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
館
観
光
促
進
会
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
サ
ク
ラ
へ
の
肥
料
ま

き
や
殺
菌
剤
の
散
布
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
『
館
城
跡
ま
つ
り
』
も
き

れ
い
な
サ
ク
ラ
が
咲
く
こ
と
を
み

ん
な
で
願
い
な
が
ら
・
・
・
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
学
芸
員
講
座
講
座

館
城
を
見
守
る
人
び
と
（
壱
）

《
国
民
年
金
を　
　
　
　

受
け
取
る
た
め
に
》

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な
い

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
や
障
害
・
遺
族
な
ど

事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
年
金
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

1
カ
月
1
6
，
4
9
0
円
で
す
。
納

め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
税
金

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
納
付
書
を
ご
用
意
の
上
、
お
近

く
の
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
役
場
で
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
納
め
忘
れ
が
な

く
納
付
の
手
間
が
か
か
ら
な
い
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
や
口

座
振
替
を
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

《
国
民
年
金
保
険
料
の　

後
納
制
度
》

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
に
つ
い
て
、
平
成　

年
27

　

月
か
ら
平
成　

年
9
月
の
3
年

10

30

間
に
限
り
、
過
去
5
年
分
ま
で
納

め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で

年
金
額
が
増
え
た
り
、
納
付
し
た

期
間
が
不
足
し
て
年
金
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給
資
格

を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
国
民
年
金
保
険
料

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎

0
5
7
0
‐
0

1
1
‐
0
5
0
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
」

ま
た
は
「
函
館
年
金
事
務
所
（
厚
生

年
金
徴
収
課
☎

0
1
3
8
‐
8
2
‐

8
0
0
3
、
国
民
年
金
課
☎

0
1

3
8
‐
5
6
‐
1
1
6
5
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☆
ご
不
明
な
点
は
、
保
健
福
祉
課

　

住
民
年
金
係
へ
、
お
気
軽
に
ど

　

う
ぞ　

☎

6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

Vol.
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き
び
や
野
菜
・
果
物
の
直
売
所
が

で
き
、
立
ち
寄
っ
て
み
た
ら
ス
イ

カ
の
大
き
さ
と
安
さ
に
驚
き
衝
動

買
い
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
何
か
の
機
会
で
厚
沢
部
町

を
訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

い
ろ
い
ろ
な
所
に
立
ち
寄
ら
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
世
話

に
な
っ
た
皆
様
3
年
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
法
テ
ラ
ス
江
差

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ん
の
身
近
な
こ
と
で

何
か
お
困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
是
非
お
気
軽
に
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
無
料
で
相
談
に
応

じ
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
電
話
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、

土
日
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

米
山　

清
貴
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

退
任
の
ご
挨
拶

73

　

私
（
米
山
清
貴
）
が
法
テ
ラ
ス
江

差
に
赴
任
し
て
き
た
の
が
平
成　
27

年
1
月
。
間
も
な
く
3
年
の
任
期

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
お
り
、
い
よ

い
よ
私
も
江
差
を
離
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
後
任
の
弁
護
士
へ

の
引
継
ぎ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
来

年
の
1
月
末
ま
で
は
法
テ
ラ
ス
江

差
に
在
籍
し
て
い
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
後
任
の
弁
護
士
は
、
平
成

　

年
1
月
1
日
付
で
山
形
か
ら
加

30地
彰
吾
（
か
ち
し
ょ
う
ご
）
弁
護
士

が
着
任
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

厚
沢
部
町
は
、
美
味
し
い
食
堂

や
蕎
麦
屋
さ
ん
が
あ
り
、
函
館
や

八
雲
へ
行
く
途
中
、
ま
た
、
帰
り
の

途
中
に
よ
く
立
ち
寄
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
の
名
店
で
食
事

が
で
き
な
く
な
る
と
思
う
と
少
し

寂
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
道
の
駅
で
食
べ
た
コ
ロ
ッ
ケ

が
美
味
し
く
、
改
め
て
「
北
海
道
の

じ
ゃ
が
い
も
は
美
味
し
い
な
」
と

感
じ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

夏
に
な
る
と
国
道
沿
い
に
と
う

　

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

通
年
で
土
壌
診
断
の
受
付
を
し
て

い
ま
す
が
、
特
に
、
冬
の
時
期
が
土

壌
分
析
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
土
壌
分
析
の

作
業
を
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。

①
採
取
：
土
壌
分
析
は
圃
場
で
土

を
取
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

圃
場
全
体
の
状
態
が
わ
か
る
よ
う

に
3
～
5
か
所
か
ら
土
を
取
り
混

ぜ
合
わ
せ
ま
す
（
左
図
参
照
）
。

②
乾
燥
：
採
取
し
た
土
を
乾
か
し

ま

す
。
ハ

ウ

ス

や

倉

庫
、
玄

関

な
ど
に
数
日
置

い
て
水
分
が
無

く
な
っ
た
ら
完

了

で

す
。
土

壌

診
断
を
受
け
る

際
に
は
乾
燥
ま

で
終
わ
っ
た
状

態
の
土
を
農
業

活

性

化

セ

ン

タ
ー
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

③
ふ
る
い
：
乾
燥
し
終
わ
っ
た
土

を
2
ミ
リ
の
目
の
ふ
る
い
に
か
け

て
粒
径
の
均
一
な
土
壌
サ
ン
プ
ル

に
し
ま
す
。
圃
場
に
残
っ
た
作
物

の
茎
や
根
等
が
混
じ
っ
て
い
る
場

合
は
、
そ
の
除
去
も
行
い
ま
す
。

④
計
量
：
分
析
す
る
項
目
に
合
わ

せ
て
必
要
な
量
の
土
を
量
り
取
り

ま
す
。　

グ
ラ
ム
単
位
の
正
確
さ

0．1

が
必
要
な
繊
細
な
作
業
で
す
。

⑤
抽
出
：
量
り
取
っ
た
土
に
専
用

の
試
薬
液
を
加
え
て
土
の
成
分
を

液
に
溶
か
し
ま
す
。

⑥
測
定
：
抽
出
で
得
ら
れ
た
液
に

色
が
付
く
試
薬
を
加
え
た
後
、
そ

の
色
の
濃
淡
を
分
析
機
器
で
調
べ

ま
す
。
特
定
の
波
長
の
光
を
対
象

物
に
当
て
る
こ
と
で
、
そ
の
成
分

量
を
推
定
す
る
と
い
う
原
理
で

す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
を
基
に
、
土
壌
診
断
票
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

土
壌
診
断
の
裏
側

臨 時 保 育 士 募 集

　平成30年4月1日採用の臨時保育士を募集しています。

　希望者は保健福祉センター備付の履歴書に必要事項

を記入し、保育士の証明書（または取得見込証明書）の

写しを添えて下記係へ提出してください（面接は後日）。

　締め切りは平成29年12月22日(金)まで。

＜問合せ先：保健福祉課生活環境係（℡64-3319）＞

Vol.
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愛知学院大学中部学院大学短期大学部
　８月にアウトキャンパススタディを実施

した中部学院大学短期大学部（岐阜県）の野

村敬子准教授らが当町を訪れ、10月27日（金）

厚小５年生の授業やあっさぶ荘介護スタッ

フへの講習会を行いました。厚小５年生の授

業では、「高齢者は生活の知恵や人のつなが

りが多いので『応援』してもらおう。一方、高

齢者は足腰が弱く物の名前を忘れやすいの

で『救助』してあげて。この『援助・支え合い』

の気持ちは全ての人を笑顔にするから」と伝

え、５年生は真剣な表情で学んでいました。

　今年で６年目を迎えた『奈良教育大学アウトキャンパ

ススタディｉｎあっさぶ』が10月27日（金）から11月５日

（日）の計10日間実施され、奈良教育大学生と卒業生、計７

名が当町を訪れました。滞在中は農家宅でホームステイ

をしながら農作業体験や地域産業の学習、館小学校放課

後子ども教室での学習交流や町民文化祭での科学教室の

ブース出展、郷土料理や草木染体験などの研修を行いま

した。報告会では過去に当事業に参加した学生が教員と

なり「厚沢部で学んだ『農業の大変さ』や『食の大切さ』『郷

土料理伝承の必要性』などを小学生に教えている」という

報告もあり、出席者は大きな喜びと感動を受けました。

奈良教育大学

アウトキャンパススタディin あっさぶ

つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
広
が
る
…

　町は、11月10日（金）から12日（日）の３日間

名古屋市にある東急ハンズＡＮＮＥＸ店に

『あっさぶショップ』を出店し、『新じゃが

メークインの詰め放題』と『新米ふっくりん

こ』や『しゃきしゃきエゾマイタケ』など新鮮

野菜の販売と厚沢部町のＰＲを行いました。

今回の催事には９月にアウトキャンパスス

タディで当町を訪れた愛知学院大学の鵜飼

宏成教授や大学生ら多くの方々にお手伝い

いただきました。今後とも中京圏の皆様に厚

沢部町のＰＲや魅力の発信をお願いします。

アウトキャンパススタディの後も…

▲腰の曲がった高齢者の気持ち、大変さを体感中

▲

町
民
文
化
祭
科
学
教
室
の
一
コ
マ

　

実
験
結
果
に
小
学
生
も
驚
き
の
顔

の
取
組
を
真
剣
に
聞
く
大
学
生
ら

▲

工
作
室
は
ら
っ
ぱ
村
上
眞
人
代
表
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　頭部検診の受付を開始します。事前の申込みが

必要ですので、下記へ申込みをお願いします。

　詳細は、各戸配布のチラシか町ＨＰでご確認を。

〇 対象者：20歳～74歳の方

〇 料　金：5,500円

〇 場　所：江差脳神経外科クリニック

　主なものには 脳動脈瘤 ・
のうどうみゃくりゅう

 脳動脈奇形 
のうどうみゃくきけい

・ 脳血管閉塞 
のうけっかんへいそく

などがあります。町ではそのほかに、脳の血管の

 狭窄 や 動脈硬化 がみつかり、大きな病気になる前
きょうさく どうみゃくこうか

に治療を開始している方もいます。

　脳の疾患は自覚症状がないことも多く、症状が

出た時には最悪の場合、手遅れのこともあります。

保健福祉課からのお知らせ

石 田 和 子

ごめんください
保健師です

333

高血圧・肥満・コレステロール値が
高い人は要注意です。

★頭部検診はどんな人が受けたらいいの？

　下記に当てはまる方は受診をお勧め

します。

□ 頭痛持ち、ときどき偏頭痛がする

□ 運動不足、肥満傾向

□ 血圧、血糖値が高め

□ 味が濃いものが好き

□ 50歳以上で脳の検査を受けたこと

　 がない

★20歳～30歳代の方★

　血縁者に脳血管疾患がある人は要注

意！この機会に検診を！

★40歳代の方★

　生活習慣病に注意が必要な年齢です。

働き盛りの今こそ検診を！

★50歳～74歳の方★

　生活習慣病で治療している方も多く

なります。定期的な検診を！

　厚沢部町では毎年冬期間（１月～３月）に頭部検診を行っています。 

　今年度もまもなく検診の時期。「今まで一度も受けたことがない」

「しばらく受けていない」という方は、この機会に受診してください！

頭部検診を
受けてみませんか？

③ 頭部検診の申込みを開始！

① 頭部検診で見つかる病気は？

予約や詳しい内容につきましては、保健福祉課健康増進係・保健師【☎64－3319】へ

　ＭＲＩ、ＭＲＡ検査を行います。

　この検査は、検査台に30分～60分

位横になっている間に終わります。

痛みはありませんが、木槌で木をた

たくような連続音が周囲から聞こ

え、うるさく感じることがあります。

② どんなことをするの？

　脳血管狭窄
　脳の血管が動脈硬化で細くなり、その先の血流が

　悪くなって脳梗塞を引き起こします。
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食生活
改　善
協議会

図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　この時期のじゃがいもは糖質を蓄えて甘みが増

します。ベーコンの旨味をプラスして少量の調味

料でおいしいスープに仕上がります。また、キャベ

ツを加えることで彩りの良い一品に！

【材料】（４人分）

●キャベツ　１/４個

●メークイン　小１個

●ベーコン　５枚

●水　　４カップ

●塩　　適量

●こしょう　適量

【作り方】

①キャベツは一口大に、メークインは皮

　をむいて小口切りにし、水に浸してお

　きます。ベーコンは細切りにします。

②鍋にキャベツを敷いてクタクタにな

　るまで蒸し煮にします。

③メークインとベーコン、水を加えて、

　メークインに火が通るまで煮ます。

④塩こしょうで味を調えて完成です。

エネルギー   81 kcal
塩分　   　　　0.4 g

食改さんのコメ
ント

キキキキキキキキキキャャャャャャャャャャベベベベベベベベベベツツツツツツツツツツキャベツととととととととととと
メメメメメメメメメメーーーーーーーーーーククククククククククイイイイイイイイイインンンンンンンンンンメークインののののののののののの

ススススススススススーーーーーーーーーースープププププププププププ

今月の簡単レシピ

「大塚あや子の刺しゅうと

アップリケの基本」（大塚 あや子 著）　
　初歩の初歩から丁寧に解説した初心者向

けの刺しゅうの基礎本。

　花や動物、野菜、果物、顔文字、アルファ

ベット、ひらがな等を可愛く図案した150点。

　2008年発行の新装版です。

　

●
町
図
書
館
で
は
、
お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
ご
予
約
を
承
っ

　

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
や
北
海
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
も

　

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館
（
直
通
）
☎

6
4
‐
3
4
3
6

「めちゃカワＭＡＸ!!

お洋服パーフェクト図鑑」

（めちゃカワ!!おしゃれガール委員会 著）　おしゃれ好きな女の子のためのお洋服図
鑑。普段着から制服、ドレスや着物、民族衣装

など様々なお洋服をオールカラーのかわい

いイラストでご紹介。勉強になり見るだけで

も楽しい、おしゃれさん必見の一冊！

　
　

月
、
今
年
も
早
い
も
の
で
あ
と
１
カ
月
。

12

　

気
温
も
下
が
り
衣
服
を
重
ね
着
す
る
冬
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
衣
服
や
刺
し
ゅ
う
に
関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

読
書
啓
発
事
業
『
図
書
館
ク
リ

ス
マ
ス
会
（
教
育
委
員
会
主
催
）
』

が　

月　

日　

午
前　

時　

分
よ

12

16

（土）

10

30

り
町
図
書
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル

『
館
っ
子
お
話
の
会
（
尾
留
川
ゆ
か

り
代
表
）
』
が
中
心
と
な
り
、
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
め
る
よ
う
な
内

容
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、

ど
ん
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る
か
当

日
を
お
楽
し
み
に
！

☆
期
日　
　

月　

日　

12

16

（土）

☆
時
間　

午
前　

時　

分
～
正
午

10

30

☆
場
所　

厚
沢
部
町
図
書
館

☆
内
容　

紙
芝
居
・
大
型
絵
本
の

　
　
　
　

読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、

　
　
　
　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
サ

　
　
　
　

ン
タ
ク
ロ
ー
ス　

な
ど

（？）

図

書

館

ク

リ

ス

マ

ス

会
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※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

12月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）

午後・・・13時00分～14時30分
受付
時間

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり

　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

12月の外来診療

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月曜日・水曜日・金曜日
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は8.22日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要相談）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　5.6.13.14.19.20.27.28日
午後　13.27日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　7.28日（予約以外は10時迄に受付）
午後　6.13.20日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　8.22日神 経 内 科

診 療 日診 療 科

　月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科
外 科

 　15日（火）・16日（水）
　 19日（火）・20日（水）午前
　 26日（火）・27日（水）

眼 科

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★ＤＷＩＢＳ（デゥイブス）画像について★
　当院では単純ＭＲＩ検査でＦＤＧ－ＰＥＴ装置を

使った検査の画像が撮影可能です（道南では函館五

稜郭病院のみＰＥＴ装置を保有）。ＰＥＴは薬剤を体

内に注射してから特別な機械を使って撮影します。

　このＤＷＩＢＳ（背景抑制広範囲

拡散強調画像）はＭＲＩ装置を使っ

て自由呼吸下で全身の拡散画像を

撮影し、通常撮影している画像と合

成することで病変などを描出する

ことが可能です。描出される病変は

腫瘍、血腫、膿瘍（３大病変）です。Ｍ

ＲＩ検査なので放射線被曝もなく、

保険点数も造影剤を使わないので

単純ＭＲＩと同額、撮影時間は40分

ぐらいです。造影剤を使わないので

点滴の必要もありません。主治医の

先生に検査を進められたら安心し

て検査を受けていただけるよう事

前説明を行っています。

【診療放射線技師　布施　隆英】

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

　  ★道立病院からのお願い★
　 道立江差病院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門外来となっています。

　 風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。

　 皆様のご理解ご協力をお願いします。
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★
江
差
町
文
化
会
館

○　

月
7
日　

12

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時

14

15

　

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

○　

月　

日　

12

19

（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

★
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○　

月　

日　

12

14

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

運
転
免
許
更
新
時
講
習

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、
精

神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談

員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
精
神
保

健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）
を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
（　

月　

日　

午
前
中
迄
）

12

14

（木）

申
込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
設
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　
　

月　

日　
 

12

19

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

行

１

 
＆ 事

お

知
ら
せ

★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

実
施
事
業
の
お
知
ら
せ

出
産
や
手
術
で
大
量
出
血
等

を
し
た
方
へ

　

Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者
を
救
済

す
る
た
め
の
給
付
金
支
給
に
関
す

る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
出
産

や
手
術
で
の
大
量
出
血
等
の
際
に

特
定
の
血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
た
方
に
対
し
て
、
国
は

給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
の
受
給
に
は
平
成　

年
30

１
月　

日
ま
で
に
国
を
相
手
と
す

15

る
裁
判
を
提
起
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
左
記
に
よ
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
役
場

★　

月　

日　

～
1
月
8
日　

12

30

（土）

（祝）

※
た
だ
し
、
閉
庁
期
間
が
長
期
に

な
る
た
め
次
の
と
お
り
臨
時
開
庁

し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
1
月
4
日　

8
時　

分
～　

時

（木）

30

13

　

役
場
窓
口
（
総
務
政
策
課
・
税
務

財
政
課
・
保
健
福
祉
課
）・
出
納
課

◆
問
合
せ
先 
☎

6
4
‐
3
3
1
1

■
国
保
病
院

★　

月　

日　

～
1
月
8
日　

12

30

（土）

（祝）

※
3
日　

は
休
日
当
番
医
で
す
。

（水）

■
総
合
体
育
館

■
図
書
館
・
郷
土
資
料
館

■
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

★　

月　

日　

～
1
月
5
日　

12

31

（日）

（金）

■
上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

■
館
地
区
憩
い
の
家 

★　

月　

日　
　

時
ま
で
営
業

12

31

（日）
16

★
1
月
1
日　

～
2
日　

休
業

（祝）

（火）

★
1
月
3
日　

～
通
常
営
業

（水）

■
う
ず
ら
温
泉

★　

月　

日　

12

30

（土）

　

レ
ス
ト
ラ
ン　

時
ま
で
営
業

14

　

日
帰
り
入
浴　

時
ま
で
営
業

19

★　

月　

日　

～
1
月
2
日　

12

31

（日）

（火）

　

全
館
休
業

★
1
月
3
日　

～
通
常
営
業

（水）

年
末
年
始
の
閉
庁
日
と

各
施
設
の
休
業
日
に
つ
い
て

12 
＆

申込締切受講料時　間日　程住民講座・職業訓練名

12月15日（火）

各2,000円13：00～15：00

12月06日（水）

フラダンス教室

12月19日（火）12月20日（水）

12月22日（金）無　  料9：10～15：50
1月10日（水）
～3月23日（金）

建築施工科

（対象者：公共職業安定所に求職申し込みを行っている方）

冬
の
交
通
安
全
運
動

　

交
通
事
故
の
危
険
性
を
自
分
事

捉
え
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
思

い
や
り
の
あ
る
安
全
運
転
の
実
践

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

◆
重
点
推
進
事
項

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
の
防
止
！

②
凍
結
路
面
な
ど
の
ス
リ
ッ
プ
に

　

よ
る
交
通
事
故
の
防
止
！

③
飲
酒
運
転
の
根
絶
！



17

樺
樺
樺
樺
樺厚沢部町交通事故死

ゼロ記録簿

日１７０１連続

平成29年11月24日現在

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　12月31日（日）～1月5日（金）は正月休みのため受入れはできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

   　

月
・
年
末
年
始
の
休
日
当
番
医

12

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
念
の
た
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
：
9
時
～　

時
）

17

― 12月＆１月の行事＆お知らせ ―

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

町
民
文
化
祭
の
バ
ザ
ー
益
金
を
役

立
て
て
と

新
町
・
長
峯
み
ち
子
さ
ん
か
ら

5
，
2
0
0
円

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ
寄
付

館
町
・
川
股
和
広
さ
ん
か
ら

お
参
り
椅
子
（
5
脚
）

6
2
，
5
0
0
円
相
当

★
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

横
浜
市
・
岡
田
格
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
，
0
0
0
円

戸 籍 の 窓
（11月24日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－1）2,3271,2201,1071,155下地区

（＋３）701359342340鶉地区

（－6）964501463467館地区

（－4）3,9922,0801,9121,962全　町

平成29年10月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

3件今月の寄附件数

25,000円今月の寄附金額

18件
平成29年度
寄附件数累計

305,000円
平成29年度
寄付金額累計

830,000円前年度寄付金額

（11月24日届出分まで）

※外国人住民を含む

電話番号病院名当番日

52-0036道立江差病院12月3日（日） 

64‐3036厚沢部町国保病院
10日（日） 

67-2856（ドラッグストアまるや）

52-0036道立江差病院17日（日） 

55-2017上ノ国診療所23日（祝） 

52-1070佐々木病院24日（日） 

52-1366勤医協江差診療所31日（日） 

52-0036道立江差病院1月21日（祝） 

62‐2331乙部町国保病院2日（火） 

64‐3036厚沢部町国保病院
3日（水） 

64-3041（あっさぶ調剤薬局）

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
道
内　

市
町
村
と
の
連
携

179

の
も
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
運
営
し
て
い
る
特
別
地
方
公
共

団
体
で
す
。

　

こ
の
度
、
広
域
連
合
で
は
広
域

連
合
と
市
町
村
が
連
携
し
な
が
ら

処
理
す
る
事
務
に
つ
い
て
定
め
た

「
第
2
次
広
域
計
画
」
及
び
被
保
険

者
の
健
康
の
保
持
増
進
事
業
の
た

め
の
「
保
健
事
業
実
施
計
画
」
が
、

平
成　

年
度
末
で
終
了
す
る
こ
と

29

か
ら
平
成　

年
度
か
ら
の
新
た
な

30

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

次
の
と
お
り
広
く
住
民
の
皆
さ
ま

か
ら
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
の
で

提
案
し
て
く
だ
さ
い
。

広
域
連
合
の
計
画
に
関
す
る

住
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

◆
募
集
案
件

①
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
第
３
次
広
域
計
画
（
原
案
）

②
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
保
健
事
業
実
施
計
画
（
第

　

2
期
）（
原
案
）

◆
募
集
期
間　
　

月　

日　

必
着

12

28

（木）

◆
計
画
（
原
案
）
等
の
閲
覧
方
法

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://iry
o
k

o
u
ik
i-h
o
k
k
a
id
o
.jp
/h
o
tn
e
w
s/d
e
ta

il/0
0
0
0
0
2
2
5
.h
tm
l)

で
閲
覧
で
き

ま
す
。

◆
問
合
せ　

①
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
事
務
局

☎

0
1
1
‐
2
9
0
‐
5
6
0
2

②
役
場
税
務
財
政
課
課
税
収
納
係

   

☎

6
4
‐
3
3
1
2

赤沼町　 澤　二郎さん（95歳）10/24

新　町　小川　信一さん（69歳）10/28

館　町　天野　モモさん（79歳）10/31

中　館　西村　シミさん（87歳）11/25

おくやみもうしあげます

おたんじょうおめでとう！

新　町　 唯 　　 冴　月 くん   11/12
さつき

　  　 （大介さん・玲さんの子）

いつまでもおしあわせに！

増　田　　聡　さん　鶉　町

塚　谷　美穂子さん　江差町
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▼
「
『
援
助
』『
支
え
合
う
』
こ
と

が
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
」

「
み
ん
な
、
歳
を
と
っ
て
い
く

ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
支
え
合
っ

て
い
こ
う
」
と
大
学
の
先
生
が

厚
沢
部
小
5
年
生
の
授
業
で

語
り
掛
け
る
。
し
か
し
、
授
業

冒
頭
に
聞
い
た
児
童
は
ま
だ

実
感
が
湧
い
て
い
な
い
表
情
。

先
生
は
5
年
生
に
「
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
同

居
し
て
い
る
人
は
？
」
と
聞
く

と
、
児
童　

人
中
2
人
だ
け
。

18

「
お
年
寄
り
の
印
象
は
？
」
と

尋
ね
る
と
「
腰
が
曲
が
っ
て
い

て
歩
く
の
が
大
変
そ
う
」「
重

い
荷
物
を
持
つ
の
も
大
変
」

「
歩
い
た
り
動
い
た
り
す
る
動

作
が
遅
い
」
と
の
意
見
。
先
生

は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち

ち
ゃ
ん
は
生
活
の
知
恵
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」

「
人
の
つ
な
が
り
や
経
験
が
豊

富
で
知
識
が
い
っ
ぱ
い
」「
み

ん
な
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

困
っ
た
こ
と
は
『
応
援
』
し
て

も
ら
い
、
高
齢
者
が
困
っ
て
い

る
こ
と
や
大
変
な
こ
と
は
『
救

助
』
し
て
あ
げ
て
。
こ
の
互
い

を
支
え
合
う
こ
と
が
『
援
助
』

と
い
う
ん
だ
よ
」
と
。
こ
れ
ら

の
言
葉
を
聞
い
た
児
童
の
表

情
は
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
た
。

▼
自
分
は
祖
父
母
と
同
居
し
、

共
働
き
だ
っ
た
両
親
の
親
代

わ
り
と
し
て
祖
父
母
に
育
て

ら
れ
た
。
祖
父
の
自
転
車
を
直

す
技
術
や
知
識
、
祖
母
の
裁
縫

や
料
理
の
上
手
だ
っ
た
こ
と

を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
（
・
・
・
叱
ら
れ
た
こ
と
も
）
。

▼
自
分
が
親
と
な
り
、
今
ま
さ

に
感
じ
る
支
え
合
い
の
大
切

さ
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け
、

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
多
世
代

が
関
わ
り
認
め
合
え
る
寛
容

な
ま
ち
を
目
指
し
た
い
。（
三
）

 時 
と

 間 
き

刻 む
を

▲工事の安全を祈願し、刈初（かりぞめ）の儀〔上〕と鍬入れ（くわいれ）の儀〔下〕

　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
区
間
に
建
設
さ
れ
る
『
渡
島
ト
ン
ネ
ル
』

（
全
長　

．
6
7
5
㌔
）
の
北
鶉
工
区
（
峠
下
）
が
着
工
し
、　

月　

日　

安
全

32

11

15

（水）

祈
願
式
が
行
わ
れ
、
発
注
者
の
（
独
）
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構

や
工
事
関
係
者
、
地
域
住
民
代
表
、
渋
田
町
長
ら　

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

90

日
本
最
長
の
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
（
地
上
部
）

北
海
道
新
幹
線

渡
島
ト
ン
ネ
ル

北
鶉
工
区
着
工

　

北
鶉
工
区
は
峠
下
か
ら
八
雲
町

と
の
境
界
付
近
ま
で
の
5
㌔
で
、

工
期
は
2
0
2
4
年
2
月
ま
で
、

㈱
佐
藤
工
業
（
本
社
・
東
京
）
な
ど

4
社
の
共
同
企
業
体
が
受
注
し
、

現
場
事
務
所
は
鶉
ダ
ム
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
入
口
（
木
間
内
）
に
構

え
ま
し
た
。
既
に
着
工
済
の
南
鶉

工
区
（
北
斗
市
中
山
～
峠
下
）
の

2
．
5
㌔
と
合
わ
せ
計
7
．
5
㌔
が

当
町
を
通
り
、
檜
山
管
内
で
唯
一
、

新
幹
線
が
走
る
町
に
な
り
ま
す
。

　

安
全
祈
願
式
で
は
、
同
機
構
北

海
道
新
幹
線
建
設
局
・
長
谷
川
雅

彦
局
長
が
「
新
幹
線
は
地
域
経
済

に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
。
工

事
は
環
境
保
全
と
安
全
施
工
に
細

心
の
注
意
を
払
い
た
い
」
と
挨
拶
。

渋
田
町
長
は
「
工
事
が
無
事
故
に

進
み
、
厚
沢
部
町
は
も
と
よ
り
檜

山
管
内
の
観
光
や
商
業
が
発
展
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ

と
を
約
束
す
る
」
と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

工
事
で
発
生
す
る
残
土
は　
　

町
有
地
（
鶉
）
に
仮
置
き
し
ま
す

　

渡
島
ト
ン
ネ
ル
町
内
工
区
で
発

生
す
る
残
土
の
う
ち
対
策
を
要
し

な
い
土
（
無
対
策
土
）
は
鶉
に
あ
る

町
有
地
に
仮
置
き
し
ま
す
。
残
土

運
搬
は
大
型
ダ
ン
プ
を
用
い
て
国

道
2
2
7
号
線
（
ル
ー
ト
は
左
図

参
照
）
を
走
り
ま
す
の
で
交
通
事

故
が
起
き
な
い
起
さ
な
い
よ
う
皆

様
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。


	広報2912001
	広報2912002
	広報2912003
	広報2912004
	広報2912005
	広報2912006
	広報2912007
	広報2912008
	広報2912009
	広報2912010
	広報2912011
	広報2912012
	広報2912013
	広報2912014
	広報2912015
	広報2912016
	広報2912017
	広報2912018

